
 

 

 

 

 
  

 1月16日（火）～1月22日（月）に群馬大学教育学部４

年生の三浦裕さんがインターンシップとして、BJS で児童・

生徒と共に学校現場を体験されました。英語科の専門で来春

より地元・岐阜県で教壇に立たれる予定です。 

 本校では９回の授業をされましたが、他にも体育や休憩時

間に共に汗を流したり、毎日の昼食も一緒に楽しんだりしま

した。三浦さん自身も小学生時代の数年をマレーシア・クアラ

ルンプール日本人学校で過ごした経験があり、学校こそ違え

同じ東南アジアの日本人学校の先輩として、在籍時や帰国後

のこと、進路に関することなど、多くのお話を参考にさせてい

ただく機会もありました。短い期間ではありましたが、子ども

たちにとって素敵

な出会いになった

と感じています。

三浦さんの今後の

活躍を祈念しま

す。 
  

 コロナ禍で地元の公立学校と

の交流を休止していた数年間で

したが、再び再開を試みているところです。そのスタートとし

て、1月16日に「校内研修」でBJS教員全員が現地校を訪

問しました。BJS から徒歩 10 分程度にある公立小学校の     

“  SDN 188 Bandung Baru”です。児童数約700名の規

模で、午前・午後の２部制でした。当日は、授業参観や先生方

との交流・質

疑応答を通

して、インド

ネシアの公

教育の一端

を知ることが

できました。

時間割をみる

と「数学」「体

育」「理科」な

どもありましたが、「宗教」「スンダ語」等の特色ある授業も

参観させていただきました。また、学校教育目標や校則等に関

する掲示があり、その内容は日本と同様なものや特色あるも

のもあり、非常に興味深いものでした。   

今回は教員の

訪問でしたが、

来年度に向けて

児童生徒間の交

流も視野に入れ

ているところで

す。 

 

 

 

   

  

 

 ２月３日に｢正月遊

び｣をテーマに｢日本文化体験Vol.2｣を開催しました。子ども

達と職員で、次の３つの目的を共有しました。①日本の文化や

伝統を知ろう、②最後までやり遂げよう、③良いところを伝え

よう。加えて今回は、中学部生徒による「SDG’sに関するプ

レゼンテーション」を企画し、インドネシアの方々 に、英語と

インドネシア語とで、伝えることにも挑みました。 

 

 

 

 

 

 体験活動①「正月遊び体験」&「書道」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月～４月の主な予定（青字:休業日） 

月 日 曜 内容 

2 8 木 ムハンマド昇天祭 

2 9 金 有給休暇取得奨励日 

2 14 水 臨時休業（大統領選挙投票日） 

2/22～2/23 中学部・定期考査 

3 8 金 修了式・卒園式・卒業式・離任式 

3/9～4/15 春休み・断食明け大祭 

4 16 火 始業式・着任式 

4 17 水 入園式・入学式 

 太陽の子 2月号 
学校だより 令和 6年 2月 7日 

バンドン日本人学校 

日本文化体験 Vol.2 

インターンシップ 

現地校交流 

三浦先生・お別れ会 

「コーラン朗読」の授業 
「スンダ・音楽」の授業 

「SDN188」の先生方と

授業 

毎月16日の「公立学校教員の日」には、お揃いの

「バティック」を着用されるそうです。 

「開会行事」 

低学年児童運営「おはじき遊び」 

中学年児童運営「ビー玉ドロップ」 

高学年児童運営 

「福笑い」 

中学部生徒運営 

「書道体験」 



体験活動②「中学部生徒プレゼン」&「折り紙」 

 

 

 

 

 

 

 
  

体験活動③「カルタ体験」 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

体験活動④ PTA運営「扇子づくり」 
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「かぶと」のできあがり 

大ホールで「プレゼンテーション」 

校庭に広げた「大カルタ」 

３チーム対抗戦 

思い思いに自作「扇子」のできあがり 

来校者、BJS の子どもたち、職員、総勢 100 名を超える大盛会となりました 

文化体験を申し込まれた子どもたちと保護者の皆さんの笑顔がとても

印象的な一日でした。児童生徒が企画運営する体験活動は大成功で、３つ

のねらいを十分に達成したと思います。子どもたちは本当によく頑張り

ました。また、PTA 運営の体験活動も楽しむことができました。ありが

とうございました。 

さらに、中学部生徒の発表を熱心に聴いて下さったインドネシアの学

生や先生方、青年海外協力隊員、じゃかるた新聞記者からも高い評価をい

ただきました。 

来校していただいた皆様をはじめ、全ての関係者の皆様に、心より御礼

申し上げます。ありがとうございました。 

 

UPI（インドネシア教育大学） 

の大学生と留学生の皆さん 

SDN188（小学校）の先生方 京都民際日本語学校の先生方と学生の皆さん 

生徒４名による英語・インドネシア語のプレゼンテーシ

ョンを視聴していただいた方々からは、 

〇「インドネシアのゴミ問題について『目が覚める』よう

な思いがした発表だった。」 

〇「SDGs について調べるに留まらず、実地で体験したり、

ごみ拾いなどのアクションを取った上での発表でした

ので、聞き手の心に響く内容だった。」 

〇「２か国語を使ったことが興味深い。BJS の特色、そし

て、一体感を感じた。」 

〇「研究と実践とがよく分かった。素晴らしい。」 

などの感想をいただきました。 


